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教科書，ノート，演習プリント，回答プリント類は見ないで，次の問に答えよ．

問１：空白（３ヶ所）を埋めよ．
y = sin x は −π

2 5 x 5 の範囲で単調増加で，−1 5 y 5 1 の値をと
る．このとき，x = Sin−1y と表す．(アークサイン，または，サインインバー
ス）．
y = cos x は 0 5 x 5 の範囲で単調減少で，y は 1 から −1 の値をと
る．このとき，x = Cos−1y と表す．(アークコサイン，または，コサインイ
ンバース）．
y = tan x は −π

2 < x < π
2 の範囲で単調増加で，y はすべての実数値をとる．

このとき，x = y と表す．(アークタンジェント，または，タンジェ
ントインバース）．

問２：空白（１ヶ所）を埋めよ．
f(x) = ex に関して，

f ′(a) = lim
h→0

f(a + h)− f(a)

h
= lim

h→0

ea+h − ea

h
= lim

h→0

eaeh − ea

h

= lim
h→0

ea − 1

h
= ea

問３：空白・空欄（２ヶ所）を埋めよ．

u = f(x) を y = g(u) に代入して得られる x の関数 y = g(f(x)) を x につい
て微分すると，{g(f(x))}′ = f ′(x) となる．（g(u) を u に関して微
分した式に u = f(x) を代入し，f(x) の f ′(x) をかける．）これが合
成関数の微分の公式である．


